
  
 

一

   琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 法 律 

 （ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 琵 琶 湖 が 、 我 が 国 最 大 の 湖 で あ り 、 近 畿 圏 に お い て 治 水 上 又 は 利 水 上 重 要 な 役 割 を 担

っ て い る の み な ら ず 、 多 数 の 固 有 種 が 存 在 す る 等 豊 か な 生 態 系 を 有 し 、 貴 重 な 自 然 環 境 及 び 水 産 資 源 の 宝

庫 と し て 、 そ の 恵 沢 を 国 民 が ひ と し く 享 受 し 、 後 代 の 国 民 に 継 承 す べ き も の で あ る に も か か わ ら ず 、 そ の

総 合 的 な 保 全 及 び 再 生 を 図 る こ と が 困 難 な 状 況 に あ る こ と 並 び に 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 が 我 が 国 に お け る

湖 沼 の 保 全 及 び 再 生 の 先 駆 け と し て の 事 例 と な り 得 る こ と に 鑑 み 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 基 本 方

針 を 定 め る と と も に 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 し 実 施 す べ き 施 策 に 関 す る 計 画 を 策 定 し 、 そ の 実 施 を 推

進 す る 等 の 措 置 を 講 ず る こ と に よ り 、 国 民 的 資 産 で あ る 琵 琶 湖 を 健 全 で 恵 み 豊 か な 湖 と し て 保 全 及 び 再 生

を 図 り 、 も っ て 近 畿 圏 に お け る 住 民 の 健 康 な 生 活 環 境 の 保 持 と 近 畿 圏 の 健 全 な 発 展 に 寄 与 し 、 あ わ せ て 湖

沼 が も た ら す 恵 沢 を 将 来 に わ た っ て 享 受 で き る 自 然 と 共 生 す る 社 会 の 実 現 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 （ 基 本 方 針 ） 

第 二 条 主 務 大 臣 は 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 し 実 施 す べ き 施 策 （ 以 下 「 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 」 と い う 。 ）



 

  
 

二

を 推 進 す る た め 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 基 本 方 針 （ 以 下 単 に 「 基 本 方 針 」 と い う 。 ） を 定 め な け

れ ば な ら な い 。 

２ 基 本 方 針 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

 一 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 

 二 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 

 三 そ の 他 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 重 要 事 項 

３ 基 本 方 針 は 、 琵 琶 湖 の 特 性 及 び 琵 琶 湖 を め ぐ る 状 況 の 変 化 を 踏 ま え つ つ 、 関 係 地 方 公 共 団 体 が 多 様 な 主

体 の 参 加 と 協 力 を 得 て 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 に つ い て 国 が 必 要 な 支 援 を 行 う こ と を 旨

と し て 、 長 期 的 な 観 点 か ら 総 合 的 か つ 効 果 的 に 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 推 進 を 図 る こ と を 基 本 理 念 と し て 定

め る も の と す る 。 

４ 主 務 大 臣 は 、 基 本 方 針 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 関 係 府 県 の 意 見 を 聴 く と と も に 、 関 係 行

政 機 関 の 長 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 

５ 主 務 大 臣 は 、 基 本 方 針 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 



  
 

三

６ 前 二 項 の 規 定 は 、 基 本 方 針 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。 

 （ 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 ） 

第 三 条 滋 賀 県 は 、 基 本 方 針 を 勘 案 し て 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 」

と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 

２ 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

 一 計 画 期 間 

 二 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 方 針 

 三 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 の た め の 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ 水 質 の 汚 濁 の 防 止 及 び 改 善 に 関 す る 事 項 

  ロ 水 源 の 涵
か ん

養 に 関 す る 事 項 

  ハ 生 態 系 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 事 項 

  ニ 景 観 の 整 備 及 び 保 全 に 関 す る 事 項 

  ホ 農 林 水 産 業 、 観 光 、 交 通 そ の 他 の 産 業 の 振 興 に 関 す る 事 項 
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 四 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 実 施 に 資 す る 調 査 研 究 に 関 す る 事 項 

 五 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 に 取 り 組 む 主 体 そ の 他 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 推 進 体 制 の 整 備 に 関 す る 次 に 掲 げ る

事 項 

  イ 住 民 、 事 業 者 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 （ 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 ） 第 二 条 第 二 項

に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を い う 。 第 二 十 二 条 に お い て 同 じ 。 ） 等 の 多 様 な 主 体 に よ る 協 働 の 推

進 に 関 す る 事 項 

  ロ 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 推 進 体 制 に 関 す る 事 項 

 六 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 実 施 に 資 す る 体 験 学 習 を 通 じ た 教 育 そ の 他 の 教 育 の 充 実 に 関 す る 事 項 

 七 そ の 他 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 し 必 要 な 事 項 

３ 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 は 、 国 土 形 成 計 画 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 国 土

形 成 計 画 、 近 畿 圏 整 備 法 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律 第 百 二 十 九 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 近 畿 圏 整 備 計 画 、 湖

沼 水 質 保 全 特 別 措 置 法 （ 昭 和 五 十 九 年 法 律 第 六 十 一 号 ） 第 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 湖 沼 水 質 保 全 計 画 そ の 他

の 法 律 の 規 定 に よ る 計 画 で あ っ て 琵 琶 湖 に 関 す る 事 項 を 定 め る も の と 調 和 が 保 た れ た も の で な け れ ば な ら



  
 

五

な い 。 
４ 滋 賀 県 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 住 民 の 意 見 を 反 映 さ せ る た め に

必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 関 係 地 方 公 共 団 体 の 意 見 を 聴 き 、 及 び 主 務 大 臣 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 

５ 滋 賀 県 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る と と も に 、 関 係 地 方 公 共 団

体 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

６ 前 二 項 の 規 定 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。 

 （ 財 政 上 の 措 置 ） 

第 四 条 国 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 に 基 づ く 事 業 が 円 滑 に 実 施 さ れ る よ う 、 そ の 実 施 に 要 す る 費 用 に つ い て 、

必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 地 方 債 に つ い て の 配 慮 ） 

第 五 条 関 係 地 方 公 共 団 体 が 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 を 達 成 す る た め に 行 う 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め に 起

こ す 地 方 債 に つ い て は 、 法 令 の 範 囲 内 に お い て 、 資 金 事 情 及 び 当 該 地 方 公 共 団 体 の 財 政 事 情 が 許 す 限 り 、

特 別 の 配 慮 を す る も の と す る 。 
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 （ 資 金 の 確 保 等 ） 
第 六 条 国 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 に 基 づ く 事 業 の 実 施 に 関 し 、 必 要 な 資 金 の 確 保 そ の 他 の 措 置 を 講 ず る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

 （ 関 係 者 の 協 力 ） 

第 七 条 主 務 大 臣 、 関 係 行 政 機 関 の 長 、 関 係 地 方 公 共 団 体 、 関 係 事 業 者 等 は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 計 画 の 実 施 に

関 し 、 相 互 に 連 携 を 図 り な が ら 協 力 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 琵 琶 湖 保 全 再 生 推 進 協 議 会 ） 

第 八 条 主 務 大 臣 、 関 係 行 政 機 関 の 長 、 関 係 府 県 知 事 及 び 関 係 指 定 都 市 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第

六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 長 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 主

務 大 臣 等 」 と い う 。 ） は 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 推 進 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て 協 議 を 行 う た め 、 琵 琶 湖

保 全 再 生 推 進 協 議 会 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 協 議 会 」 と い う 。 ） を 組 織 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 主 務 大 臣 等 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 協 議 会 に 、 関 係 市 町 村 そ の 他 主 務 大 臣 等 が 必 要 と 認 め

る 者 を 加 え る こ と が で き る 。 
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２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 協 議 会 が 定 め る 。 

 （ 調 査 研 究 等 ） 

第 九 条 国 は 、 琵 琶 湖 の 自 然 環 境 の 状 況 を 適 切 に 把 握 し 、 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 の 実 施 の 基 礎 と す る た め 、 琵

琶 湖 の 自 然 環 境 に 関 す る 調 査 を 行 う と と も に 、 そ の 結 果 を 公 表 す る も の と す る 。 

２ 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 国 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 前 項 の 調 査 を 行 う と と も に 、 そ の 結 果 を 公 表 す る よ う 努

め る も の と す る 。 

３ 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 前 二 項 の 調 査 の 結 果 を 踏 ま え 、 水 質 の 汚 濁 の 防 止 及 び 改 善 、 生 態 系 の 保 全

及 び 再 生 等 の 琵 琶 湖 の 自 然 環 境 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 研 究 開 発 の 推 進 並 び に そ の 成 果 の 普 及 等 の 措 置 を

講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 水 質 の 汚 濁 の 防 止 の た め の 措 置 等 ） 

第 十 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 の 水 質 の 保 全 及 び 改 善 が 近 畿 圏 に お け る 住 民 の 生 活 及 び 事 業 活

動 に と っ て 極 め て 重 要 で あ る こ と に 鑑 み 、 水 質 の 汚 濁 の 防 止 の た め に 必 要 な 規 制 等 の 措 置 を 講 ず る と と も

に 、 下 水 道 、 浄 化 槽 、 農 業 集 落 排 水 施 設 、 農 業 用 用 排 水 施 設 等 の 整 備 及 び 管 理 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講 ず る



 

  
 

八

よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 森 林 の 整 備 及 び 保 全 等 ） 

第 十 一 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 の 水 源 の 涵 養 を 図 る た め 、 森 林 の 整 備 及 び 保 全 、 森 林 に 被 害

を 及 ぼ し て い る 動 物 の 防 除 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 湖 辺 の 自 然 環 境 の 保 全 及 び 再 生 ） 

第 十 二 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 に お け る 水 環 境 （ 水 象 、 水 質 、 水 底 の 底 質 そ の 他 の 水 に 係 る

環 境 を い う 。 ） の 改 善 並 び に 生 態 系 の 保 全 及 び 再 生 を 図 る た め 、 ヨ シ 群 落 そ の 他 の 在 来 植 物 （ 琵 琶 湖 に そ

の 本 来 の 生 息 地 を 有 す る 植 物 を い う 。 ） の 群 落 、 内 湖 （ 琵 琶 湖 と 水 路 に よ っ て つ な が っ て い る 琵 琶 湖 特 有

の 湖 沼 を い う 。 ） 、 砂 浜 、 自 然 の 湖 岸 等 の 湖 辺 の 自 然 環 境 の 保 全 及 び 再 生 の た め 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う

努 め る も の と す る 。 

 （ 外 来 動 植 物 に よ る 被 害 の 防 止 ） 

第 十 三 条 国 は 、 琵 琶 湖 に お け る オ オ ク チ バ ス そ の 他 の 海 外 か ら 我 が 国 に 導 入 さ れ た 動 物 及 び オ オ バ ナ ミ ズ

キ ン バ イ そ の 他 の 海 外 か ら 我 が 国 に 導 入 さ れ た 植 物 （ 次 項 に お い て 「 外 来 動 植 物 」 と い う 。 ） に よ る 生 態



  
 

九

系 及 び 漁 業 に 係 る 被 害 の 状 況 に 鑑 み 、 そ の 被 害 を 防 止 す る た め 、 こ れ ら の 捕 獲 等 の 防 除 が 適 確 に 行 わ れ る

よ う 必 要 な 支 援 を す る も の と す る 。 

２ 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 に お い て 生 態 系 又 は 漁 業 に 被 害 を 及 ぼ し 、 又 は 及 ぼ す お そ れ の あ る 外 来 動

植 物 の 防 除 を 行 う よ う 努 め る と と も に 、 そ の 被 害 の 防 止 に 関 す る 啓 発 活 動 そ の 他 そ の 被 害 の 防 止 に 必 要 な

措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ カ ワ ウ に よ る 被 害 の 防 止 等 ） 

第 十 四 条 国 は 、 琵 琶 湖 に お け る カ ワ ウ に よ る 著 し い 漁 業 及 び 植 生 に 係 る 被 害 の 状 況 に 鑑 み 、 そ の 被 害 を 防

止 す る た め 、 広 域 的 な 連 携 の た め の 協 議 会 を 設 置 す る と と も に 、 カ ワ ウ の 防 除 措 置 等 の 有 効 な 実 施 に 関 す

る 技 術 的 な 助 言 、 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 支 援 を す る も の と す る 。 

２ 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 に お け る カ ワ ウ に よ る 被 害 の 防 止 及 び そ の 被 害 に 係 る 自 然 環 境 の 回

復 の た め 、 カ ワ ウ の 防 除 措 置 及 び 捕 獲 等 に よ る 個 体 数 の 管 理 、 森 林 の 整 備 及 び 保 全 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講

ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 水 草 の 除 去 等 ） 
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第 十 五 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 に お け る 湖 底 の 底 質 の 保 全 及 び 改 善 、 悪 臭 の 防 止 等 に よ る 生

活 環 境 の 改 善 、 漁 業 環 境 の 改 善 並 び に 船 舶 の 航 行 の 安 全 の 確 保 の た め 、 水 草 の 除 去 、 湖 岸 に 漂 着 し た ご み

等 の 処 理 、 湖 底 の 耕 う ん 、 湖 底 に お け る 砂 地 の 造 成 、 湖 底 の 底 質 の 保 全 及 び 改 善 等 に 資 す る 水 産 動 物 の 種

苗 の 放 流 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 水 産 資 源 の 適 切 な 保 存 及 び 管 理 等 ） 

第 十 六 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 に お け る 水 産 資 源 を 回 復 し 、 そ の 漁 業 の 振 興 を 図 る た め 、 水

産 動 物 の 種 苗 の 放 流 、 漁 場 の 整 備 及 び 保 全 、 琵 琶 湖 に 流 入 し 又 は 琵 琶 湖 か ら 流 出 す る 河 川 等 に お け る 魚 道

の 整 備 及 び 適 切 な 維 持 管 理 等 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 環 境 に 配 慮 し た 農 業 の 普 及 そ の 他 琵 琶 湖 の 環 境 と 調 和 の と れ た 産 業 の 振 興 ） 

第 十 七 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 多 様 な 生 物 を 育 む 水 田 の 整 備 等 に よ る 環 境 に 配 慮 し た 農 業 の 普 及 そ

の 他 琵 琶 湖 の 環 境 と 調 和 の と れ た 産 業 の 振 興 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ エ コ ツ ー リ ズ ム の 推 進 等 ） 

第 十 八 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 の 観 光 の 振 興 を 図 る た め 、 エ コ ツ ー リ ズ ム の 推 進 そ の 他 必 要
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な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 湖 上 交 通 の 活 性 化 ） 

第 十 九 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 へ の 関 心 を 高 め る と と も に 、 琵 琶 湖 周 辺 の 環 境 負 荷 の 軽 減 、

災 害 時 に お け る 旅 客 又 は 貨 物 の 輸 送 の 確 保 等 を 図 る た め 、 湖 上 交 通 の 活 性 化 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る

よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 景 観 の 整 備 及 び 保 全 ） 

第 二 十 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 が 歴 史 的 な 景 勝 地 と し て 国 民 の 貴 重 な 財 産 で あ る こ と に 鑑 み 、

現 在 及 び 将 来 の 国 民 が そ の 恵 沢 を 享 受 で き る よ う 、 そ の 景 観 の 整 備 及 び 保 全 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る

よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 教 育 の 充 実 等 ） 

第 二 十 一 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 農 業 体 験 、 魚 を 学 ぶ 体 験 学 習 、 自 然 観 察 会 そ の 他 の 自 然 を 観 察 す

る 機 会 の 充 実 、 エ コ ツ ー リ ズ ム の 推 進 等 を 通 じ て 、 国 民 に 対 す る 琵 琶 湖 の 自 然 環 境 に 関 す る 教 育 を 充 実 さ

せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 
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２ 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 の 重 要 性 に つ い て の 国 民 の 理 解 と 関 心 を 深 め る よ う 、

前 項 の 措 置 の ほ か 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 す る 広 報 活 動 そ の 他 の 普 及 啓 発 、 琵 琶 湖 の 環 境 の 保 全 及 び

再 生 に 関 す る 教 育 及 び 学 習 の 振 興 、 琵 琶 湖 の 特 性 を 生 か し た 観 光 の 振 興 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努

め る も の と す る 。 

 （ 多 様 な 主 体 の 協 働 ） 

第 二 十 二 条 国 及 び 関 係 地 方 公 共 団 体 は 、 個 人 、 事 業 者 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 等 の 多 様 な 主 体 が 協 働 し て 琵

琶 湖 保 全 再 生 施 策 に 取 り 組 む こ と を 促 進 す る た め 、 こ れ ら の 者 が 琵 琶 湖 保 全 再 生 施 策 に 参 画 す る こ と が で

き る 機 会 の 提 供 、 こ れ ら の 者 の 間 の 交 流 の 促 進 そ の 他 必 要 な 措 置 を 積 極 的 に 講 ず る も の と す る 。 

 （ 資 料 の 作 成 及 び 公 表 ） 

第 二 十 三 条 政 府 は 、 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 の 状 況 並 び に 政 府 が 琵 琶 湖 の 保 全 及 び 再 生 に 関 し て 講 じ た 施 策

に 関 す る 資 料 を 作 成 し 、 適 時 に 、 か つ 、 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 主 務 大 臣 ） 

第 二 十 四 条 こ の 法 律 に お け る 主 務 大 臣 は 、 総 務 大 臣 、 文 部 科 学 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 、 国 土 交 通 大 臣 、 環 境
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大 臣 そ の 他 政 令 で 定 め る 大 臣 と す る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 見 直 し ） 

２ こ の 法 律 に つ い て は 、 こ の 法 律 の 施 行 の 日 か ら 五 年 以 内 に 、 こ の 法 律 の 施 行 の 状 況 を 踏 ま え 、 必 要 な 見

直 し を 行 う も の と す る 。 


